
第27号
平成27年１月１日号

● 農業委員会活動報告
　■ 市・議会へ緊急要望書提出……………２
　■ 農地部会先進地視察研修報告…………４

● 農業委員会からのお知らせ
　■ 農地の賃借料情報………………………５
　■ 生前一括贈与の方へ……………………６

● 地域農業情報
　■ 農業したいまち栗原……………………８
　■ 農家レストランみ～つけた！…………８

くりはらし

農業委員会だより農業委員会だより

主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容  

荒
廃
農
地
を

　
　
　

 

な
く
そ
う
！

　

平
成
25
年
度
に
続
き
、
10
月

28
日
、
11
月
６
日
、
27
日
に
市

内
３
か
所
に
お
い
て
、
今
年
度

も
荒
廃
農
地
を
復
元
す
る
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
57
ア
ー
ル
の
荒
れ
地

を
、
農
業
委
員
が
自
ら
ト
ラ
ク

タ
ー
や
草
刈
り
機
を
持
ち
寄
り
、

雑
草
や
柳
を
刈
り
払
い
耕
起
し

ま
し
た
。

　

復
元
し
た
農
地
は
、
地
元
の

認
定
農
業
者
や
担
い
手
に
貸
し

出
し
、
生
産
再
開
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。



　

鈴
木
会
長
と
菅
原
会
長
職
務
代
理
、

狩
野
農
政
委
員
長
と
尾
形
副
委
員
長

が
、
平
成
26
年
度
産
米
の
米
価
下
落

に
係
る
農
業
所
得
減
少
に
伴
う
農
家

支
援
に
つ
い
て
、
佐
藤
市
長
と
石
川

議
長
、
五
十
嵐
副
議
長
に
緊
急
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

先
般
、
平
成
26
年
産
米
の
概
算
金

の
価
格
が
公
表
さ
れ
、
史
上
最
低
の

額
に
下
落
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業
へ
与

え
る
影
響
が
大
き
く
、
農
家
支
援
策

が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ナ
ラ
シ
対
策
や
利
子
補
給
、
無
利
子

資
金
貸
付
制
度
の
創
設
な
ど
の
支
援

措
置
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
市
長
や
石
川
議
長
か
ら
は
、

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
と
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
多
い
中
、
秋
に
は
豊
作
に

い
た
る
矢
先
、
米
価
の
急
激
な
下
落
と
な
り
、
稲
作
農
家
へ
の
大
幅
な
所
得
減

収
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
大
規
模
農
家
へ
は
、
計
り
知
れ
な
い
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
態
は
、
農
業
後
継
者
に
と
っ
て
生
産
意
欲
を
喪
失
さ
せ
、
今
後
の
日

本
の
農
業
に
対
す
る
不
安
を
倍
増
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
農
政
の
大
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、
わ
が
国
の
農
業
・
農
村
の
根
幹

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
米
は
勿
論
、
他
の

農
産
物
価
格
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
も
の
か
前
途
多
難
な
農
業
情
勢
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
難
局
を
乗
り
越
え
、
農
業
者
の
所
得
を
増
や
し
、
持
続
可
能
な
力

強
い
農
業
と
活
力
あ
る
農
村
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
若
い
担
い
手
を
育
成
し
、

官
民
一
体
と
な
り
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま
す
。

　

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
の
農
家
の
相
談
、
担

い
手
の
育
成
、
意
見
公
表
、
建
議
等
の
業
務
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
農
家
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
市
民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　 

会 

長
　
鈴す
ず

　
木き

　
康や
す

　
則の
り

新
年
の
ご
挨
拶

栗
原
市
・
栗
原
市
議
会
へ
緊
急
要
望
書
を
提
出

米
価
下
落
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
望
書

　
　
　

10
月
20
日
（
月
）
／
栗
原
市
役
所
市
長
室
・
議
長
室

▲佐藤勇市長に緊急要望書提出

▲石川正運議長に緊急要望書提出



　

１
道
６
県
２
０
０
名
の
参
加
を
持

っ
て
青
森
市
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
全
国
農
業
会
議
所

の
山
村
氏
よ
り
女
性
農
業
委
員
登
用

の
視
点
か
ら
、
７
月
実
施
さ
れ
た
統

一
選
挙
の
結
果
報
告
や
組
織
制
度
改

革
と
こ
れ
か
ら
の
委
員
活
動
の
テ
ー

マ
で
情
勢
報
告
が
あ
り
、
２
名
の
事

例
報
告
へ
と
続
き
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
苫
小
牧
市
農
業

委
員
会
の
丹
羽
会
長
よ
り
、
農
業
は

男
女
が
共
通
の
意
識
や
目
標
を
持
ち
、

共
同
の
経
営
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
、
当
然
、
農
業
委
員
も
女
性
の

参
加
が
必
要
だ
と
い
う
事
で
し
た
。

　

ま
た
、
岩
手
県
女
性
農
業
委
員
ポ

ラ
ー
ノ
の
会
長
松
本
氏
は
、
平
成
７

年
女
性
農
業
委
員
誕
生
か
ら
現
在
ま

で
の
組
織
づ
く
り
や
特
色
あ
る
活
動

を
力
強
く
話
さ
れ
、
今
後
も
更
に
行

動
す
る
女
性
が
た
く
さ
ん
続
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
い
、
環
境
づ
く
り
を

し
た
い
と
い
う
事
で
し
た
。

　

最
後
の
記
念
講
演
で
は
「
元
気
な

農
業
と
農
村
の
鍵
は
女
性
が
握
っ
て

い
る
」
と
楽
し
く
、
力
強
い
お
話
で

締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
信
を
持
っ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
仲
間
と
協
力
し
て
突
き
進
む
こ
と

だ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

宮
城
県
内
の
農
業
委
員
が
一
堂
に

会
す
る
「
第
58
回
宮
城
県
農
業
委
員

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
「
農
業
委
員
会
組

織
・
制
度
見
直
し
」
や
「
新
た
な

食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
の
国
会
決

議
の
絶
対
遵
守
」
を
求
め
る
要
請
等

が
、
満
場
一
致
に
よ
り
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員

と
し
て
勤
続
さ
れ
た
方
々
や
、
今
年

度
は
、
宮
城
県
農
業
会
議
設
立
60
周

年
を
記
念
し
て
、
農
業
会
議
に
長
年

貢
献
の
あ
っ
た
方
々
に
も
感
謝
状
等

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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第
58
回
宮
城
県
農
業
委
員
大
会

更
な
る
農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
を
目
指
し
て

　
　
　

11
月
19
日
（
水
）
／
大
和
町
「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」

　

左
記
の
方
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た

○
宮
城
県
農
業
会
議
設
立
60
周
年
　

　
記
念
表
彰

 

◇
宮
城
県
知
事
感
謝
状

　
　
（
農
業
会
議
会
議
員
４
期
以
上
）

　
　

門
傳　
　

仁 

委
員　
　
（
一
迫
）

 

◇
全
国
農
業
会
議
所
会
長
感
謝
状

　
　
（
農
業
会
議
会
議
員
３
期
以
上
）

　
　

千
葉　

幸
雄 

前
委
員
（
花
山
）

○
第
58
回
宮
城
県
農
業
委
員
大
会
表
彰

 

◇
宮
城
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

　

 　
（
永
年
勤
続
農
業
委
員
15
年
）

　
　

小
野　

大
介 

委
員　
　
（
若
柳
）

　
　

及
川　

正
一 

委
員
（
高
清
水
）

　
　

佐
々
木　

弘 

委
員
（
志
波
姫
）

　
　

白
鳥　

慎
悦 

前
委
員
（
築
館
）

　
　

佐
竹　

栄
一 

前
委
員
（
栗
駒
）

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
研
修
会

女
性
農
業
委
員
が
参
集
し
ま
し
た

　
　
　

11
月
28
日
（
金
）
／
青
森
市

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

▲農業委員大会のようす

▲参加した女性農業委員

委 

員

 

千 

葉 

優 

子
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第
１
農
地
部
会

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組
む

　
　
　

12
月
４
日
・
５
日
／
福
島
県
喜
多
方
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
亘
理
町

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た
農

業
生
産
法
人
株
式
会
社
エ
ガ
ワ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
農
業
土
木
の
技
術
を
活

か
し
参
入
し
て
、
整
備
し
た
農
地
に
薬
用
植

物
・
じ
ゃ
が
い
も
等
を
作
付
け
し
、
受
託
面
積

は
、
８
ha
で
す
。
特
に
、
６
次
産
業
化
へ
の
取

組
み
で
は
、
喜
多
方
な
つ
は
ぜ
サ
イ
ダ
ー
の
加

工
・
商
品
化
に
努
め
、
さ
ら
に
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
の
た
め
主
力
作
物
の
確
立
等
地
域
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の
事
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
舞
台
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
株
）

亘
理
精
米
工
場
の
施
設
見
学
で
す
。
震
災
後
の

復
興
支
援
な
ど
の
思
い
か
ら
立
ち
上
げ
、
15
℃

以
下
の
低
温
管
理
で
徹
底
し
た
品
質
の
管
理
を

追
及
し
、
商
品
の
品
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

食
味
の
基
準
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
日
本
の
食
文
化

で
あ
る
ご
飯
が
美
味
し

け
れ
ば
、
そ
し
て
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
定

着
す
る
の
で
は
と
い
う

事
で
し
た
。

　

 

（
曽
根
金
雄
委
員
）

第
２
農
地
部
会　

栽
培
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
直
販

　
　
　

12
月
２
日
・
３
日
／
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
県
い
わ
き
市

第
３
農
地
部
会　

先
進
地
事
例
二
ヶ
所
を
視
察
し
て

　
　
　

11
月
11
日
・
12
日
／
青
森
県
五
所
川
原
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
葛
巻
町

　

茨
城
県
の（
有
）横
田
農
場
と
福
島
県
の（
有
）

と
ま
と
ラ
ン
ド
い
わ
き
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

横
田
農
場
は
、
水
稲
約
１
２
０
ha
の
経
営
規

模
で
、
多
品
種
の
導
入
や
、
栽
培
体
系
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
作
業
適
期
の
幅
を
広
げ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、
田
植
機
８
条
植

１
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
６
条
刈
１
台
で
作
業
を
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
事
に
よ
り
大
幅
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
米
の
９

割
は
直
接
販
売
し
、
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

も
加
工
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

と
ま
と
ラ
ン
ド
い
わ
き
で
は
、
温
暖
な
気
候

を
利
用
し
た
連
棟
ハ
ウ
ス
で
、
主
に
ト
マ
ト

２
・
３
ha
を
年
１
作
長
期
取
り
の
水
耕
栽
培
で

す
。
長
期
取
り
、
排
液
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
雨
水

や
暖
房
機
の
CO2

利
用
な
ど
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
環

境
に
や
さ
し
い
栽
培
を
し
て
お
り
、
生
産
の
半

分
が
直
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

こ
の
二
法
人
の
共
通

点
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と

直
販
で
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
地
域
、
消
費
者

と
の
交
流
事
業
を
行
い

農
業
へ
の
理
解
や
食
の

重
要
性
を
訴
え
て
い
る

点
で
す
。
そ
し
て
、
地

域
の
活
性
化
の
た
め
、

頑
張
っ
て
い
る
所
に
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
小
野
大
介
部
会
長
）

　

耕
作
放
棄
地
対
策
を
先
進
地
事
例
に
学
び
地

域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
第
三
農
地
部

会
は
二
ヶ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
青
森
県
五
所
川
原
市
の（
有
）豊
心
フ

ァ
ー
ム
。
家
族
で
有
限
会
社
化
し
、
約
２
５
０

ha
の
戦
略
的
農
業
経
営
を
し
て
い
る
所
で
し
た
。

　

乾
田
直
播
を
は
じ
め
、
大
豆
の
集
団
転
作
、

稲
ワ
ラ
の
ロ
ー
ル
処
理
等
、
そ
の
規
模
の
大
き

さ
と
取
り
組
む
姿
勢
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

米
価
の
下
落
は
、
耕
作
規
模
の
大
き
さ
に
比
例

し
て
甚
大
だ
と
い
う
が
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う

会
長
さ
ん
の
お
言
葉
に
闘
志
を
感
じ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
岩
手
県
葛
巻
町
の
放
棄
地
対
策
で
す
。

役
場
の
二
階
で
町
農
業
委
員
会
代
表
の
方
々
や

事
務
局
か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い
た
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
詳
細
な

現
地
調
査
結
果
を
分

析
し
、
解
消
に
向
け

て
合
理
的
丁
寧
に
対

処
し
て
い
く
過
程
に

は
学
ぶ
べ
き
点
が
多

く
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
で
あ
り
ま
し

た
。（
千
葉
優
子
委
員
）

農業委員の先進地視察研修実施

▲第１農地部会視察のようす

▲第２農地部会視察のようす

▲第３農地部会視察のようす
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

　

市
内
の
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と

発
生
防
止
・
解
消
指
導
や
農
地
の
違

反
転
用
発
生
防
止
等
の
た
め
、
各
農

地
部
会
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
前
に
、
農
業
委

員
に
よ
る
事
前
調
査
を
行
い
、
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
適
正
に
利
用
さ
れ

て
い
る
農
地
が
多
い
中
、
何
年
も
荒

れ
た
状
態
で
雑
木
も
発
生
し
て
い
る

農
地
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
農
地
管
理
指

導
が
必
要
な
農
地
の
所
有
者
や
耕
作

者
に
対
し
て
、
口
頭
や
文
書
に
よ
る

指
導
を
実
施
す
る
ほ
か
、
復
元
の
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
や
貸
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
正
な
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
に
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　
　
　

11
月
11
日
～
18
日
／
栗
原
市
内

　平成25年12月から平成26年11月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準（10 アー
ルあたり）は、下記のとおりです。今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

  田（水　稲）

地  区  名
平　均　値 最　高　値 最　低　値 筆　　　数

金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 11,800 円 56 ㎏ 20,000 円 140 ㎏ 6,100 円 30 ㎏ 168 件 155 件

若 　 柳 16,200 円 82 ㎏ 22,000 円 90 ㎏ 5,300 円 60 ㎏ 567 件 23 件

栗 　 駒 11,900 円 52 ㎏ 18,000 円 67 ㎏ 5,600 円 30 ㎏ 421 件 190 件

高 清 水 14,500 円 84 ㎏ 22,000 円 131 ㎏ 8,000 円 22 ㎏ 22 件 133 件

一 　 迫 13,600 円 71 ㎏ 27,000 円 120 ㎏ 6,000 円 30 ㎏ 689 件 135 件

瀬 　 峰 10,600 円 58 ㎏ 19,500 円 110 ㎏ 5,100 円 29 ㎏ 398 件 50 件

鶯 　 沢 11,200 円 39 ㎏ 15,000 円 116 ㎏ 6,400 円 16 ㎏ 109 件 69 件

金 　 成 9,800 円 57 ㎏ 18,800 円 90 ㎏ 7,600 円 22 ㎏ 25 件 1,592 件

志 波 姫 14,000 円 71 ㎏ 23,400 円 120 ㎏ 5,000 円 30 ㎏ 493 件 38 件

花 　 山 8,100 円 37 ㎏ 9,000 円 58 ㎏ 5,000 円 30 ㎏ 39 件 44 件

栗 原 市 13,200 円 58 ㎏ ― ― ― ― 2,931 件 2,429 件

栗原市の農地の賃借料情報

※　特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。
※　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。

▲田園地帯の中の荒れた田んぼ

▲農地パトロールのようす
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

忘れずにご提出ください！

　農業委員会委員選挙人名簿は、毎年 1 月 1 日現在で、栗原市に住所がある資格要件を
備えている方からの申請に基づき、選挙資格を審査したうえで作成されます。
　この選挙人名簿に記載されていないと、投票も解散請求（リコール）の請求も出来ま
せんので、忘れずに申請してください。

市内に住所を有する満２０歳以上の方で、
　　　　　　　　　次のいずれかに該当する方。
　① 1,000㎡以上の農地について耕作の業務を営む方
　② ①の同居の親族またはその配偶者で、年間おお
　　 むね60日以上耕作に従事していると農業委員会
　　 が認めた方
　③ 1,000㎡以上の農地について耕作の業務を営む農
　　 業生産法人の組合員、社員または株主であって、
　　 年間おおむね60日以上耕作に従事していると農
　　 業委員会が認めた方

　昨年12月中旬に申請書を対象
世帯へ行政区長経由で配布して
おります。
　申請書へ必要事項を記載し、
下記のいずれかの方法で提出し
てください。
　①１月７日（水）まで
　　　　各行政区長宅へ届ける
　②１月８日（木）まで
　　　　に総合支所へ提出する

申請の流れ資 格 要 件

女性農業者の皆さん
　農業者年金に加入しませんか？
女性農業者の皆さん
　農業者年金に加入しませんか？
女性農業者の皆さん
　農業者年金に加入しませんか？

農地中間管理事業を
　　　ご活用ください！
農地中間管理事業を
　　　ご活用ください！
農地中間管理事業を
　　　ご活用ください！

女性農業者の老後は、国民年金
＋農業者年金が基本です！

女性農業者の老後は、国民年金
＋農業者年金が基本です！

　国民年金の支給額は月額最高64,400円、
夫婦お二人で129,000円です。一方、高齢
農家の家計費は夫婦お二人で、238,000円
が必要になるデータがあります。

農業者年金は国民年金の不足分を
しっかりカバーします。

●農業者年金に関するお問い合わせは…

　栗原市農業委員会事務局 ☎42-1239
　JA 栗っこ推進企画課　　☎23-2115

○農地を貸したい人は･･･
機構に１０年以上の期間貸し付ける場
合には、一定の要件を満たした場合に、
機構集積協力金の交付対象になります。

○農地を借りたい人は･･･
借受希望者は、機構が行う借り手の公
募に申請していただかないと機構から
農地を借りることはできません。

○今後の借受希望の公募スケジュール
　　平成２７年１月１６日（木）～
　　　　　　　２月１６日（月）まで、
　　下記の相談窓口で受付します。
○相談窓口
　市：産業経済部農林振興課、農業委員会、
　　　各総合支所市民サービス課
  JA：営農部営農企画課、各営農センター



農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９
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農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ

贈与税のしくみが変わりました！贈与税のしくみが変わりました！

猶予を受けている方は
3年に1回の届出が必要になります

贈与税の納税猶予を受けている方
も貸付けが可能です

贈与税の納税猶予
築館税務署

不動産取得税の
徴収猶予

北部県税事務所

届出書が送付
（１月末頃）

猶予を受けている方（３年に１回が対象）

猶予を受けていると
　農業経営の廃止・譲渡・転用・第三者
へ貸付けが禁止されています。

届出書を提出
（２月16日まで）

各総合支所市民サービス課　産業建設係 詳しくは農業委員会までご相談ください

贈与翌年の３月１５日より２０
年以上（６５歳以上の方は１０
年以上）経過していれば・・

　農業経営基盤強化促進法等に基づく一
定の事業を用いて、農業委員会を介して
認定農業者等へ貸し付けが可能です

○税制改革により適用対象者の範囲の拡大など
　　　相続時精算課税制度の適用要件が変りました。
【改正前】 【改正後】

　・贈与をした年の１月１日において

　　65歳以上の者

贈
与
者

　・贈与をした年の１月１日において

　　60歳以上の者

贈
与
者

※平成27年１月１日以降に農地を贈与し、相続時精算課税制度を選択する方の適用要件が
　拡充されました。
※贈与税については、農地以外も対象となります。詳しくは最寄りの税務署へお問い合わ
　せください。

　・贈与を受けた年の１月１日において
　　20歳以上の者

　・贈与を受けた時において贈与者の

　　推定相続人

受  

贈  

者

　・贈与を受けた年の１月１日において
　　20歳以上の者

　・贈与を受けた時において贈与者の

　　推定相続人及び孫

受  

贈  

者



Ｒ398WOODY SPOT 夢 眠（むうみん）
☎0228-52-2221・090-2369-5536

《営業日》毎週金･土曜　《営業時間》11:30～16:30

Ｒ398WOODY SPOT 夢 眠（むうみん）
☎0228-52-2221・090-2369-5536

《営業日》毎週金･土曜　《営業時間》11:30～16:30

　一迫地区の齋藤美佳子さん（64）が平成25年12月に農家
レストラン『夢眠（むうみん）』を始めた。
　店は国道398号を一迫総合支所から約 2 ㎞花山方面に進
み長崎川に掛かる小さな橋を渡った所で、自宅敷地内の手
作りログハウス。店内は、薪ストーブが置かれ、センスの
良いインテリアが温かい雰囲気を醸し出している。
　メニューの「手ごねピザ」は絶品で、トッピングのチー
ズやベーコン、野菜やトマト、一迫名物の川口納豆など、
どれも地元で採れたものを使用している。自慢の納豆ピザ
のソースは、手作りのばっけ（ふきのとう）みそを使用。
齋藤さんは、「友人や近所の人など多くの人に支えられて
やってきた。誰でも気軽に集える場を作っていきたい」と
話していました。

　メニューは、ピザ、サラダ、10種類の
野菜を使ったスープのおまかせランチ。
コーヒー、ハーブティー、抹茶なども…。
　営業日時以外も相談に応じる。

▲手作りログハウスの店内

農 家
レストラン み～つけた!!

◀
絶
品
の
手
ご
ね
ピ
ザ

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

花
山
上
原
地
区
の
野
村
泰
仁

さ
ん（
40
）は
、
両
親
、
妻
、
子

供
２
人
、
祖
父
の
７
人
家
族
の

畜
産
農
家
で
す
。

　

野
村
さ
ん
は
、
花
山
上
原
で

酪
農
す
る
た
め
、
５
年
前
に
登

米
市
か
ら
一
家
で
栗
原
市
に
転

入
し
て
き
ま
し
た
。

　

牛
舎
に
は
、
約
55
頭
の
乳
牛

が
お
り
、
毎
日
朝
晩
の
搾
乳
や
、

乳
牛
の
世
話
を
家
族
だ
け
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

搾
乳
し
た
牛
乳
は
、
大
崎
市

の
み
ち
の
く
ミ
ル
ク（
株
）な
ど

へ
出
荷
し
、
生
協
の
鳴
子
上
原

牛
乳
と
し
て
製
品
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

冬
に
は
牛
舎
の
入
り
口
が
塞

が
る
ほ
ど
の
積
雪
が
あ
る
上
原

地
区
の
暮
ら
し
は
、
除
雪
作
業

が
一
番
大
変
だ
そ
う
で
、
転
入

当
時
か
ら
ず
っ
と
地
区
の
皆
さ

ん
の
優
し
さ
に
助
け
ら
れ
て
来

た
そ
う
で
す
。

　

県
や
市
開
催
の
畜
産
共
進
会

乳
用
牛
の
部
で
毎
年
の
よ
う
に

受
賞
し
て
い
る
野
村
さ
ん
。
現

在
酪
農
家
が
減
少
し
て
い
る
中

で
経
営
し
続
け
て
い
く
の
は
大

変
で
す
が
、
さ
ら
に
質
の
良
い

乳
牛
に
改
良
し
て
乳
量
を
増
や

し
、
現
在
の
体
制
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
・
農
村
で
は
、
担
い
手
不
足

や
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
小
規
模

農
家
の
離
農
や
認
定
農
家
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
が
徐
々
に
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
米
価
の
下
落
、

交
付
金
の
減
額
な
ど
、
稲
作
へ
の
こ

だ
わ
り
や
農
家
へ
の
魅
力
の
衰
退
が

最
大
の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

我
々
農
業
委
員
は
、
地
域
農
業
の

振
興
・
発
展
の
た
め
、
農
地
制
度
の

適
正
な
執
行
を
図
り
、
農
業
者
が
自

信
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
今
以
上
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
（
及
川
正
一
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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質
の
良
い
牛
乳
を
目
指
し
て
！

▶
野
村
さ
ん
ご
一
家


